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 真珠および真珠母貝養殖に関する試験。研究

 多毛類による真珠貝病害対策試験

 }.躯が芝.1..
 =昭和一38年以降,県外老化漁場からの避難在いじば大手業者の経営規模の坤大という…キで.鹿
 児島湾内でも真珠在らびに真珠母貝養殖業カ穏速に発展してきたが、千。年秋甲からポリドラによ
 る貝殻病害が発生し始め.。41年軍季には、このポリドラによる病害も主要原因の一つとみられた
 真珠貝の大量麓死がみられるにいたり。その後ますます多発して業者は重大き衝撃をうけている。
 .このポ1ド祁よる貝殻病害の駆除対策として・太田!)卒本!)巾!)等にょラてすすめられ
 走r濃食塩水浸漬法」が全国的に普及され実効をあけてい苧が,実埣亨亭時期が適当で老いとかえ
 うて逆効果に在ることも経験的に知られて拾グ初年率め計再として'多発漁苧である鹿児島湾に
 卦ける貝殻病害の季節的在消長を観察し,濃食塩水処理の適期を追哀してみょうとし2.3の知見を
 え走ので報告する。

 な拾.これは水産業改良普及事業の養殖技術改良試験の一環として行な?たもので奉る。

 ・千本亨苧斗告.壁=..一
 観察.岬料騨児島湾奥の撤パ福山・海潟・磯島娃を主俸として・加治木・谷山の1肋

 鹿児島湾以外あ長島、甑島,奄美大島の海域からも随時に抽出し.本試実験室に持ち帰って貝の測
 定をしてから閉殻し.左右殻別に内面の病徴を貝幣の部位別二症状別に観察した。観察した員数ぱ
 2年貝1,636個.3～4年貝1,0ア9個で,貝殻の内面部仕は水本の方法(図i)によラ走ほか.

 症状の基準は表1のと券りA・B・G・]⊃に区分しれ在巻貝殻の病症部を破珂し下虫体を取り出し・虫
 体の大きさや抱卵状表1貝殻内面症状の区分基準
 況も観察したが,一先区分説.明

 余な字体の取り出しIA表面が滑らかで小点状のもの
 が難かしく1体節数B麗物様隆起の長さが約5㎜以下右機質準着の面積が.1赫以下g一もρ
 の算定例蔓隻少セあC〃約5～20酩棚,〃1～2c肩のもの
 うれ]⊃一上記G以上のもの

 3.結果と考察

 各地先.月日別の左右殻別、貝殻

 部位別・痒焚刑の罹病個所の串現数戸
 は一,付表に示し先と捨りである。一'
 イ}、嘩葡的な症探変化。。。w

 2年貝に拾けるABG]⊃各症状(中央普辺部〕
 別の拳銃的消長をみると(付表を.

 らぴに図1i・iii,)・5月末から・ト㎜
 月上句までは.罹病個所数は平均
 1.5～2.7個でか在り少なく、正

 ..常貝も約6～事O%の割合でみら(閉殻筋輝部)
 図i貝殻内面の部位区分

 れるが,.罹病初期の段階であるA、
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 B症状のものが大部分で,腫物様隆起より有

 機質沈着のものが多い。しかも病害のかなり
 進行したC・]⊃症状のものも多少みられること

 は,前年俸季以降侵蝕されたものが冬季に巻
 ける貝の生理機能低下で真珠質の分泌沈着が

 少なくて,回復するまでに至ら衣かったもρ
 と思われる。

 7月上旬r在るとA遺症状のものが激増し
 またO、]⊃症状のものも幾分増加して、1見当

 たりの擢病個所数も平均9個近くになうて最

 高を示し.殆んど全部の貝が罹病してい孔

 とくに顕著在ごとは,虫体が穿孔し貝殻内面

 まで買通した直後と思われるA症状の有機沈

 着数が急増することと.同じA症状の腫物様

 隆起や.lB症状の隆起教も増大している・こと

 で.との頃が大量的在病害発生の時期を示す
 ものであろう。

 8月ユ句では,1見当走り罹病数は平均約

 8個とやや減少してきているが.A症状の有

 機沈着数が急減して全然みられをく在るのに

 反し、A症状の腫物様隆起や一]ヨ症状の有機

 沈着数が増加し、しかも病状の進行したC症

 状の腫物様隆起.有機質沈着共に多く在って

 いるαこれば前月の有機質沈着したA症状の

 罹病個所が,腫物様隆起に変化し先走めとI

 さらには有機沈着の重まB症状へ進行したこ

 とを示めすもので.新規の侵蝕罹病は殆んど

 なかうたものと思考される。

 その後、11月中句に在ると,1貝平均の

 罹病個所数は約2.5個とますます減少してま

 いり、完全に回復して罹病個所の認められ

 な・い貝も約10%の割合で出現する程度に

 在るほか.病状の進んだCや]⊃症状のもの

 は極めて少をくなり,A,B症状の腫物様隆、

 起が主体と在るが,これば.8月以降に呑

 ける貝殻外面からの穿孔侵害はごく稀少で

 あう走ごとや,ア月中旬頃まで大発生し走

 群もかをり携兆一したか∴あ名い壮叡除され
 走こと、それに加えて,貝の回復が促進さ

 れたことを物語っている一と思うが,1月下
 句にいたると、約90%近くの貝がよくな

 、一24(西桜島)

 Vl-6(福山〕

 w一ナ(福山)

 Wl-8(福山)

 ㎜一2ア(海潟)

苅一15(牛根)

1-23(西桜島)

 図1・2年貝の症状別罹病個所数(1早当り1
 口腫物様隆起　有機質沈着



3年貝

2年貝

腫物様隆起

有機質沈着

図面  罹病個所の季節的変化(10q見当たり)

 うてA症状だけと在うてい右。

 3年貝の場合では(付表在らびに図1ii,.jV)、4月下句から5月初めにかけては,A.B症状の



 腫物様隆起とC症状の有機質沈着の〕⊃

 症状のものも僅少ながらみられて.平

 均1見当たり8個近くの罹病数に達し.

 前年からの疾病が充分回復しきれず持

 ち越された状態であるが、6月上旬て

 ば貝の活力増大もあうて、1貝平均5

 個内外と罹病数は減少する。そして.

 A症状の腫.物様隆起カ轍慶にへるほか、

 B症状の腫物様隆起も少なく在る反面、

 A.B症状の有機質沈着数がか在り増加

 してきて,具体にはか在りの悪影響を

 及ぼしている。

 6月末になると、G'D症状のものは

 大差はみられないがIA,B症状の腫物

 様隆起とIA症状の有機質沈着が急激

 に増加し,1貝平均13個の罹病個所

 を数えて最高を示すようになりI上記

 した2年貝の場合と同じように,貝殻

 内面に病害として現出する大きな山と

 考えられる。しかし,8月下旬では1

 貝平均の罹.病個所数は約ア個位に減じ,

 A症状が急'滅したかわりB症状の腫.物

 様隆起が比較的多くなるが,C.D症.状

 への移行は停止状態と衰り。新規の穿、
 孔侵害は殆んど左く,疾病の進行はか

 たり抑えられたようである。こおが9

 月中旬にい走ると。1見当だ.タの平均
 罹病個所数は約4個とさらに減少して,

 しかも有機質沈着のも一のぽごく称とな

 うて.貝の回復力がまさうてくるが.

 1月下旬捉差るとCJ症状のものは見
 当走らをくなり.1貝平均の罹病個所
 数も約2.4個と最低を示し、秋季発生

 は全く稀であづたことを裏書きしてい

 る。

 以上のと卦り.2年貝,3年貝共に

 6巧.上旬軍辛では前年罹病牟症状が持
 統され.」部の貝は回復に向いつつあ

 るヂ.6月一下旬から7月上句にかけ下..
 当年第生した・」禦虫群の穿チL侵蝕で罹!
 病率が急増し.最大の被害をうけるよ

 W-24(海潟〕

 、一2 (牛根)

 W-7(海潟)

 W-28(西桜島)

 W-2β(海潟)

胱一151海一.潟)

1-23(西桜島)

 図iV3年貝の罹病個所数{1貝当り)



 うに在る。しかし,8月下旬から9

 月にかけては、罹病個所数が減少し

 始めると同時に、新規の着棲侵害は

 極めて少在一く在り.漸次回復して行

 う走という傾向をたどっている。こ

 れが例年同じ現象とは考えられ在い

 が,9月中旬牢観察した罹病個所の
 虫体は相当死滅していたことや.1

 月下句観察し先ものもξo・七yd・ora・
 Cヨユia七a=ぱ非常に少なかったこ

 と等からみても.8月以降の幼生群

 の貝殻着生は殆んど方く',9月から

 11月頃にかけての漁場環境が,ポ

 リドラに何らかの影響を及ぼしたの

 でぱ在いかと思われる。

 水本4)によると.幼虫の貝殻へ
 の着・凄ぱ,夏季ア～8月と,冬期11

 月}2月の2回みられているがI今

 回の鹿児島湾での調査結果とは必ず

 しも一致して巻らず6月～ア月の1

 回.大き方出現の山があうただけで、

 との結果だけに唄うて言えることは,

 濃食塩水処理も回数が少涜くてもよ

 いことに在る。

 1)2年貝。3年貝別の罹病較華
 真珠母・貝ぱ2年目の11月・(2年

 貝'秋母貝)と、3年目の5月(3

 年貝.養母貝)の2回に分けて取引

 きされ.真珠養殖業者は.この母貝
 を購入して挿核し,更に1～3か年

 間養殖して真率隼摩するのであるが。
 2年貝と3年貝.と④罹病率を比較し

 てみると.図Vに示したと赤り越年

 して6月頃までは..2年貝より3年

 貝の方が,A,B.O,]⊃各症状とも多く

 出現して2倍以上に在る例もみられ

 るが.当年産卵の坤虫群カ子大量的に
 侵害する7～8月頃に壱ると大し走
 差は在くなり,A症状の腫物様隆起

 に限り3年貝より2年貝が多く在る

 場合さえみられ乱貝が若いと貝殻

 Vl-2海潟

欄一27海潟

 、一2牛根

 V1-6福山

 “il-6福山

 、一・一24西桜島

珊一10 西桜島

 図Ⅴ　同時期における2.3年貝別の罹病比較



 の層カ簿いから.病審と一しえ早・・…
 目にあらわれると・同時に.罹病

 率も高く在るのは当然φこξと
 思われるが,～=の大金発生群の
 徹底的在駆除処理をしをい限りI

 秋母貝の取引時期には、相当の

 貝殻病審の発生率として残るだ

 ろう.し,ま走蕃母貝にをると∵一

 頁に進行してゆく一方断続的新

 規着生も加わうて,左お悪い結

 果に在るものと考えられる。と

 いうても時間g経過たつれての一
 累積的在罹病増加は予想外に少

 友いようである。

 ハ).貝殻の部位別荘差異

 一・観察し走全員数の貝殻部位別
 罹病割合をみると.図V1のと拾

 珍である。2年貝の場合は一一腹

 側縁辺部のI部位が約33%で

 最も多く.次いで約23%を占

 める中央部のw部位が多く.以

 下型一;一利,、の部位の順で少な。
 '之一一念ゲとくに閉殻筋痕郡の、
 音瞳位は約4%とかなり少在い一

 とれに対し。3年貝の場合は…
 中央部のWの部位が約301%を

 占めて最も多く.約2ア%の工

 の部位がこれに次。ぎI皿一、;珊.

 1と郷少㌣在戸がパ坤
 鮒納%1と.,.昨貝Uz倍
 近k多く出現している。テして、
 貝殻の縁辺部にあ走る],皿,
 回1の部位には,腫.物様隆起がよ

 り多く出現するのに反じ;一ヰ英.一■

 部のw。、の部位てば。有鐸箪二
 沈着のものが多く左う了いる孝㍉.
 これば.外套膜の会幽力あ差に
 よるものであろう。

 時期的在罹病部位の変化は,

 図Vi除よびVm1に示したと拾りで、  図ⅶ　貝殻部位別罹病数の変化(2年貝)
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(2年貝)

 図V1貝殻部位別罹病割合(%)10%

 2年貝では,5月下旬から6月上旬にかけては,Wの部位がわずか。に多くみられる程度で平均的
 に罹病し、有機質沈潜のものが魔物様隆起により多目に出現しているが,7月」=旬になると,工

 の部位の腫物様隆起が激増するほか、各部位とも罹病個所が多く奉り,側の部位の腫物様隆起と

 Wの音附の有機質沈着の増加も目立うている。8月上旬では,1一の部位の腫物樺隆起が依然とし

 て多く出現するだけで。ほかの部位てばか在り減少し。とくにlY部位g有機質沈清のものが減じ
 てくるが,8月下句には,]部位の腫物様隆起が半減する一方。他の部位で喝減少気味と在って

 いる。そして11月中旬に在ると,各部位とも有機質沈着の芦のが樺めて少をくをゲー1～W部
 位まで大体平均的な罹病個所数と衰り.更に1月下句になると、1.亜1,Wの部位存けに痕跡的
 に出現するといった傾向を示している。

 3年貝の場合をみると.4月下句では1から皿Iの部位まで大差は在く,1Ψの部位て腫物様隆起.
 有機質沈蒲の両方共多く出現しているが.5月上旬てば,各部位で有機質沈着のものが湘当減少

 してくる。しかし・月上句になると一ま走各継とも有機質沈着g罹病個所雌蝉川の部位
 の罹病数カ蟻高を示しているが!.6一月下句にいたると各部位く車魚ξり。乎象く。液か・1qψ部位が
 上位を占めるように在るほか・特に1部位の腫物様隆起とW部位q布機興沈着のも・1のが倍増して
 い岩。8月下句になると,、部位を除いた各部位の罹病数は減少し、.そのうちでも特恒コ部位の
 腫物様隆起と、1v部位の有機質沈憲のものが減'うている。9月中句では,更に各部位・とも滅じ,
 特に11.wの部位の有機質沈着が少をくなり,、部位を除き大体相似た出現数と在うて.いるが.

 げ下旬Kいたると、】とw部位に多少残クている程度で,他の部位。では極めて少在一く在うてい
 る。

 セめように一=2年貝,'3一年貝と毛4月から6月の初め頃'までは,Wの部位が僅か在がら多いが
 大体平均的方罹病数を示し,しかも有機質沈着のものが多いが.大量的に着棲する時期にをると,
 各部位とも多く在り.とくに1の部位に腫物様隆起として.Wの部位に有機質沈着として多く出

 現している。その後8月下句以降てば,各部位とも少をく在るばかりで,有機質沈着の減少が目

 立うているが.縁辺部では罹病個所の増減が大きく修復も早いのに対し.中央部の冊、、部位で
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 はか在り長い期間に亘うて

 疾病状態が続くものと思わ

 れ.この中央部位の病審が

 進行しないうちに,早期に

 駆除する必要がある㌔

 二)左右殻別の罹病較差

 左右殻別の罹病状況をみ

 ると,図1Xのと右り、全観

 察員数の平均では.3年貝

 の場合.右殻ぱ2.4個であ

 るのに対しI左殻は2倍近

 くの4.2個と相当多く、重

 た2年貝でも.右殻が1.1

 個に対し左殻は倍以上の

 2.4個となうて,いずれも

 左殻の方が多い。しかし、

 有機質沈着のものの出現割

 合は,2.3年貝とも左殻よ

 り右殻が多い。

 これを普匿泣別にみると.3

 年貝では、】からwの部位
 までhずれも左殻に多く出一
 現しているが、vの部位だ

 けは右殻のカがまざり、2

 隼貝てば、各部位とも左殻

 に多く.しかも2年貝.3

 隼貝とも.1.凹の部位て

 ば左右差が著るしいが.融.

 lV.Vの部位てば大差は認

 められない。

 本本も英虞湾で観察して
 牟撃の方が多い結果をえて
 知り.その理由として,着

 棲初期の基盤として間隙の

 多い鱗片状突起が叢生し.

 摂餌券よび造業に要する浮

 泥や懸濁物の多く集Iまる場

 所であり,虫体の棲息環境

 として好適な場所と在るた

 めとしているが.今回の調  図ⅷ　貝殻部位別罹病数の変化13年貝)
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左殻 右殻.

3年貝

 図i×左右殻別罹病割合

 査結果もそれを立証しているようである。

 ホ)場所別による罹病較差

 鹿児島湾内各地先のうち.4か所について比較してみると、図Xのと参りに衰る。これは、フ

 月一ヒ句に蜘いて2年貝を観察した結果だけを示し先もので.時期にようてあるいぱ.同一地先で

 も抽出するところにようて差異が生ずるのは当然のことと思うが.こ.の時期が,当年産卵幼虫群

 の大量着棲時期であるという見地からすると.大観の見当はつくようで,福山,海潟地先は、加
 治木、谷山地先に比較して.幼虫群の侵害が極めて多いことを示している。しかも福山地先てば,

 ユ、刊の部位が考内外を占めているのに対し、海潟地先てば,各部位とも大差はなく,w,、
 の中央部位が比較餉多いのが特徴的で.海潟地先においては.貝殻病審として長期間持続するの

 では在いかという懸念が持走れる。加治木地先では.目の部位.谷山地先では1Ψの部位に環もよく
 罹病しているが、その数ば極めて少をく,しかも正常貝ぱ,谷山地先で約72%,加治木地先で

 約33%の比率でみられて,とくに問題にする程の罹病ではない。宏夢,他の長島、奄美大島、
 甑島等の各地先で舛,罹病率が稀少で母貝取引きの上で,支障を来走すような事例はないようで
 ある。

 へ)濃食塩水処理の時期について

 貝殻病害を惹起こすポリドラの駆虫方法としての濃食塩水処理は、前記もし先と捨り、実施す

 る時期が適切で凌いと、貝自体を衰弱させるとか.他生物の着生が多くなるとか.あるいはポリ

 ドラ加害が増大するといった逆効果に在る事例が多くみられ.しかも病症の進行したものの完全

 な駆虫は出来凌いこともあって.最も効果的宏時期の選定は.相当難かしいととに在っている。

一289一



300

覇

福山
海潟

加治木

谷山

200

100 ＼
＼

(罹
百病
貝個一
当所
 た数

 一旦↑

1毘  固w

1部位

 図×7月上句における地先別,部位別I罹病個所数(2年貝)

一290一



 水本5)は,仔虫が貝殻外面に着棲したばかりで.泥管が外部に露出している着棲初期から,貝
 殻面への侵蝕初期の間に駆除処理を行在うことば.幼虫を早.期にとらえて殺虫し,蝕害の進行を
 阻止するうえから重要なポイントとなり,最も効果的であるとしているが,この見地からすると.

 鹿児島湾内に巻いでは.仔虫群が大量的に着棲する時期は.今まで記述してきた結果から,6月

 上,中旬頃と考えられるので、6月中句からア月上旬頃までに処理することが望ましいことに在

 る。

 しかるに.鹿児島湾内の特異的な現象として,フジツボが異状的に大発生するが、その時期は

 前田6)ア)によると,40年度てば6月上句からlO月中句まで.41年度の場合には5月」=匂
 から6月中旬になって拾り、ポリ.ドラの駆除処理適期と全く合致するという最悪の条件となうて

 いる。事実,2.3のところでは,この時期に濃食塩水処理を行なうたため、フジツボを大量着生

 させて貝掃除に追われ。一都の貝は携死し足と.りう事例があるが.フジツボ蒲生の弊害よりも.
 ポリドラ侵蝕の被害が大き在比重を占める昨今においては,時期の決定には,あく言でもポリド

 ラ駆除を優占目標とするgが妥当てばな.いか.と考える。この場合。当然フジツボの大量着生は覚
 悟しなければ在らないし,そのための準備も必要とな争が,ポリドラ仔虫がまだ貝殻外面に蒲棲
 する盛期中に駆虫処理を行在えば、フジツボの大量着生は蛙けられ念いと同時に、ポリドラの着
 一棲も一層促進されるだろうし,また,フジツボ着生が相当減少する8～9月まで延期すると在る

 と,高水温による貝の生理機能低下で悪影響が危慎岩れるほか,この間に、ますます病症の進行

 があって,完全駆虫は不可能に近い事態に陥る心配もあるので,漁場環境の変動や,フジツボ.

 ポリドラ両種の浮遊幼生の出現消長等を調査.検討して.慎重在時期決定が在されるべきであ為

 な拾、今回の調査結果に限って,ポリドラは9月以降.新規の着棲侵害はごく稀で.6月に拾

 ける大量発生群の完全駆虫が可能であうたとすれば,それ以後の処理は見送うてもよいことにな

 るが.この傾向が毎年同様とは,崔、われないし、断続的を添加群がある在らば、当然2回目、3回

 目の処理が不可欠と在るうし、その時期については言及をさけ老い。

4.要約

 は〕鹿児島湾内各漁場に多発するポリドラの貝殻病審について,季節的在消長を観察して,駆虫

 処理の時期を判定しようとした。

 12、季節的老症状変化はI2年貝一3隼貝ともに6月初め頃Iまでは,前年罹病の症状が持続し,

 一部の貝は回復しつつあるが,6月下旬から7月上句にかけて罹.病率が急増し,8月末から9

 月以降に在ると,添加個体の着棲侵害は金く少をく在り.漸次回復している。

 1312年貝,3年貝との罹病較差は、6月頃までは3年貝が相当まさっているが.7～8月に在

 ると大差は在く在る。

 ̀4〕貝殻の部位別の差は,2年貝、3隼貝とも同じよう左傾向で.4月から6月の初め頃までは、

 中央部位が僅少差て多いが,大体平均的な罹病数であるのに対しイア8月にい走ると.腹側縁

 辺部位に腫物様隆起として,中央部位には有機質沈潜として多く出現し,9月中句に在ると、

 縁辺部位の減少が目立つが.中央部位てば純減気味である。

 (5〕左右殻別の差異は,2年貝,3年貝とも左殻の罹病数カ誓いが,有機質沈着のものの出現割

 合は.右殻の方がまざりI縁辺部位てば左右差が著るしいが.中央部位では小差である。

 {61湾内各地先のうちでか所の2年貝について,地域差を比較してみると,福山、海潟地先は,

 加治木.一谷山地先より幼虫群の着棲侵害が極めて多く,海潟地先てば中央部位に比較的多いの

 が特徴的である。
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 17〕以上の観察結果から.鹿児島湾内に歩ける駆虫処理の適期は、フジツ余の大量着生の時期と

 合致するが.ポリドラ被害防止を優占目標として,6月中句から7月」二句が妥当と考えられ走。
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付表1  （100貝当り部位別,症状別,罹病個所数〕

          月日調査症部A]∋0.D計          員数伏貝位.隆起有機隆起有機墜起有機墜起有機一窪起有機。備考
          131332i一          II1一_1715上段左殻          3333一一i`66下段右殻
          215一1一1一一          皿'217以下同じ)
          15一一一i一一1115

          V/245313一i一一          6017固66
          102一.5一1i一1018
          1223一1213一一          V1338
          318一7一3i一328

          13.一一一一一一          V13
          一5一一一3一.一一8

          合計33574ヨ18141一一3979          1733315r.一一.ア一一2055一

          ,.。22.8..62一一一一          I128
          4一一4一2一一46

          2628一一一一          皿414
          42i一一一2一一44

          W/28一22。一一`一一          50且22
          2一86一■一一一10.6

          lV61〔14-8:2、.4一41226          244-6二2一一6.一1618

          一.6一一一一一一          V一.6
          一i一2一一一一一2

          合計1026162244一4一3056
          12612118一6一62436。

          I39.9。38'103211.一8121
          23-4173・.2一『1一一438
          843151022一一          皿2555
          5510212一。一169

          W/302581631632一一.一一          2亘346          8一一5τ44/二^一237

          IV32389287・一2040          329'一68一一28一51150
          一61・4・一1■一`'          V↑11
          1I-61'二8.一一一一114

          合計6φ8414σI.47.。ア8.369.138一161133          47-256.1-11594・.88一・

          242一562.26一一一i一一一          I・804
          32-6一i一一586

          812342.2.一一一一一          皿・4414
          6.ε'.I164一一一一2212

          W/2ア501142.22-638-I一=34'._一一一一一一          皿・・522          二'2一一56二8一
          寸21636・22一一一          lv・5018
          832一20一るI一4一'2842
          一一2'一一一一          V・2一

          一一二一8''一i一一一i一8

          .合・・計・・583216664一一一22838          6ぎ6096110一6一i16576

 陶潟'2隼貝〕
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付表皿

(西桜島2年則

          月日調査無症部ABOD計          貝.数状員位窪起'機隆起有機隆.起有機隆起有機隆起機備.考
          I8.65・21141-1153-2
          一652一3i一511

          lI32428一3一一535
          4935二1一.1ア161

          V/2410412・固5一13・31-11一204          2263一一2''一一87

          w4309・82'一2一415441
          310313一一一4一一6271

          V一4一3一一一一          一7'1一一一一一アー一81
          合計2064一2914341025          93417一一24一10一一15512212669≡

          193-1740/一。一1一13418
          291ア23一3一一一55-17

          皿16-271ア・一3一一一362ア
          371611一一一208

          仙/24700211324一1一一一          皿4613          171130一6一一一一一5311

          IV一37131一''33一3/644
          32011/一1一一一11-I61528
          一1311一`一          V二一一/14
          一713『一i■一一110

          合計13010ア95373一1-3233116
          52.62815111一614474

          I40一302185559312
          30一8320一72655

          II8一1551353一39、。10
          8一7一832一253

          W/10607亙/3一一一12382一2337          17一'12-51032ア4115

          Iv3一・7一7一一21ブ12
          5・r7一一2一一一14一
          7一25一一          V一一95一
          5一35一2・一一87

          合計71一661546τ28919136
          .65一3アー1340-811-95330
          一2一一一一3          I一一、。一一2
          ・'一.一i一一一'一一一``

          一,。一一一一一一一

          lI一一一一
          一一一一一一一一一一

          I/2350442一一一'』一一一          旺'i2日
          2一一i一一一一2一一

          1V2一一一一一一一2一
          22一一`一'一22
          一一

          V'一'i一一          一一''一一一一一一一一一一一

          合計42一I''一一I■一`一一42
          42一一一一ii42
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付表亙

 (樹」」2年則

          調査無症部A工3CD          月日計          員数状貝位墜起有機窪起有機隆起有機隆起有磯径揮有.機嗣I考
          4686一一i一1212

          =一222一一一一24
          210一8一一一一218

          皿

          i一2一一4一一24

          4210一4一一一          w/6I/.82          5091証6山68一_一2一一1210
          41088一一2一一1220

          w一・84一一一一2一一412
          一一一2一2一一一一一一4          V

          一2一一'一02一一一'一4

          14・一30262442一一          合計{456
          6「21412一8一22034

          97・3071233一一17135

          I632045444一一11228
          2437一'4571-2一i7046

          皿913一32321一一43/7
          .。411359121一一          舳/ア3ア8/0215          /皿2ア9・一55221一一8412
          142・・一15819一1117アロ

          IV1276519一5846
          一511一一一'16

          V一g一・1一一一一一110
          163127191-19715一11361/72

          合計100ア8138/5亨15一52471-13
          110一34183818一418240

          I76一一・44・・一688一一12814
          14一28価184一           一一6019

          皿24一一18642'一一一46葛
          32一28108-6一一6816一一

          W/8500皿32一28682一2一708.;Il一
          36一14821'22854会I8

          w18一10442一83214
          2一・一6一2一一一28          V

          2一一10'こ2一一212

          194一104576■6.42.一212366111
          合計152一・一1003・22-41162827856
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 付表1V

(牛根2準則

          月日調査無症都AB0D計          日数状員立隆起有機墜起有機塗起斉一機墜起有機隆起有機備考
          14662一2一一2010

          I224一'一6一一一一68
          61028i一一一          皿818
          222-2一2一一46

          V/31210一2i一一i          503212          亙

          一2442一一268

          162662424一一          w2454
          2141618一8一`1840

          4422一一一i          V66
          二6一一4一一2一.一一12

          4256163826一一          合計60100
          6262634212一23474

          3ア24811631一          I1026
          24一4713一1こ751

          12221一811一          皿423
          8一21一3一一一32一

          W/2821一2216一一一          982厘491
          18一281821_553

          143263          三V17・'3536212
          742ア361.・134111

          235ア23ii          V913
          1.23424一一610

          合計86101221249107326435
          586126922-73320925
          16一''1一19一一一'一          I351
          9一一一15一i一一一24一

          23一21一一一一一          皿44_
          419一一一一一131

          珊/157一17一一一          7511'一          皿24r
          一4・一191一.一一一231
          1224161一一一一          Iv2825
          4-9/11`一一一1510
          一1-51一一一一一          V25
          1.1一一一一一一11
          59-30ア41`一          合.計.一一3331
          2211542一一一一L=7613
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 付表V

 ̀加治木,谷川,2年貝i

          月日調査無症部ABCD計          員数汰貝位.隆起侶機蜂起.有機墜起伺一機隆起有機隆起百.一備考
          一22一・i一一          I221加治木地
          iii一一一`一i一先〕
          一6一.2`一一一          皿一8
          !一6一2一一i一一8

          皿/4一・、一4一一i一i          4817盟4一          Ir一'22・』一■一i22

          、.4i一一i一一          lv一4
          〔・.一∠一一一一一一一一2
          一i一一一i一一一一一          V

          一一i一一一一一一一一

          .=一1丁126・2i一i`          一合計614          一.1022一一一一一212

          331二:。553一一一一          I4151加治木i
          10一一・一8、一53一一233

          .3二・・、。・8...一一一一'一i          珊11一
          ',5i一!iii3一

          皿/8・・10一.…101・33一一i          407亙233          一13_8一一一31一・'一・い一24一

          呼13一.8.8一332一2611
          [。一・.一...3■一一一一255
          一一`i一一一一一一一

          一■V口。1買一.〕...・一3.一一103
          合一書1・59一・3コ.“932一10119          3^一.g1386一26511

          3一一ii一一.一一一一          I3一(谷川〕
          一一一一一'一一

          一33一一i一一          II33
          3一..一`一i一一3一

          理/53一.5一一一i一          4029巫8一
          一一一一i一一一一.。一一.一一一

          1V一.5一3一一ii一8
          一i一一一3一一一3

          一一一一一i一一一一          V

          一`i一'一一一一i一

          合計'6.8..83一一,一一1411
          ・'∵3一一一一.oi一33

          10.一一一一一i一i          I10一          一'一(谷口.11
          ''■一15一.一一'・一ii15一

          一〇一■

          .20一10一一一一一          1I30一          0一■一一一■.

          一一5一=一i`一5一

          X/三・02・{]一・一・ア・.5一5・一一i一一          皿10一
          一一.20一一一一一=,一20一

          '一'■■一■

          ii10一一一一          皿一一1〔1一          '一一5.'5一一一一ii55

          一一5一一一一一          V5一・
          ii一一一一ii一一一

          .35一30一`一一一          …・合…計…65一
          .20525一一一一一一455
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 付表一・.、ユ

 (西桜島3年貝〕

          月日調査無症部AB0D計          員数状貝位起機起機一.起機・起機直.起有機備フ
          I2011234466一g49ア0
          613923一5一215/3

          皿134164859一62297
          21121812一一1532

          V/24790亙69222216一1-53042          12'132917一21540

          w一3924.61613一1030123
          一34548Z15一712104

          V一13114二1一一128
          一7/1-0一10一一127

          合計2ア106861観1835130132360
          96ア30128939一1つ48246

          I15222100ア一18一一25247
          70224/41511一一一12637

          皿63882211一一'一8599
          18265274一一一ア433

          W/282721皿41-18524ア44一/0426          264674`一一一938

          IV二484115一4一184185
          一85.2230722一4ク9141

          V.一・15一i一一一'一一15
          一11一一一1只一一一一一26

          合計2561912153アア26418482272
          114'148182602633一432つ245

          I一一23一3アア32..8..37・9522
          13一25815310-26313

          皿5一一203何20.2'一3723
          3一2き772323611

          w/96o0皿5一1'一85一832一338
          22一1-55102一一477

          w7二一55152222ア2-954
          5'..一.一8プア122182237

          V3一'一こ一一7255一一157
          2一二I-102-7一`417

          合計I43'一'一一87227058934209114
          45I'1..一.二一7-/3741・2615221ア285

          I26-3223一一一i586
          103一一一一・203

          皿19-33一i一i一223
          6二.一33一一`一93

          1/23312肛1033一一一ii153          3一一6一一一一一9一
          ■'

          w619一26一一一一一3219
          10132『3一一一一3116

          V日33一一一一一一33
          一一ii一一一一一i

          合計6131573`一一一11834
          2913409一一一一6922
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付表棚

 悔潟3年貝〕

          調査無症部ABCD          月日計          貝数状貝位墜起有機起有機隆起有機隆起有機墜起有機備考
          I20_134ア9一154028
          12一21364134010

          皿1042918126一1・5429
          1216/011一71919

          工V/24680皿919/014一121927          アー251069一123831

          w4046043一122931011586
          19644211315一3.ア645

          V10134...7106115515
          10一7・・743312411

          合計.92-I-10'14-5-824254439283185
          60、一;7103513032426197116

          I226202626一24440
          8一一61228一61626

          皿1031816一6一i2825
          '一410一2i一412

          珊/25016一2010一`          皿一・22612
          6一44410一21416

          Iv61056301810248254
          610142466一42644

          V一3218一2一一223
          一628一2.i一216

          合計4422116100202428182154
          201630581228一1262114

          I71ア11383181.52278
          1131319281I。。・41ア44

          皿118一2226314一22660
          116918一4一31041

          w/ア1201硯56161815一一2229          5-5271318一13327

          1V7・603331433847102
          326242883・』一73564

          V3825103.1一`3119
          261393一.1一一一1816

          合計231=09071231441'415148288・一一
          26686I8714.24115113192

          120一53340730ア14317
          20一20.一20一2010801-0

          113・一一17一43一3一66一
          一一.1ア.一33332316

          ㎜/16300皿10_20「327一17」一743          一3一_7.一30ろ7・.一一4ア3

          lVii27一_1ア20、一7弓63335156          7.一1313ア・一3046

          V3一一320■7ち_2610
          1ロー33.3・・一一3166

          合計36一11794ア34604336086
          40一60166363349196-71
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付表珊

(牛根3年則

          調査無症部AB          月日CD・一計          員数伏貝立隆起有機隆起機.杢'有機墜起一有機蚕'起有機備考
          46一48一8一2一04一

          I30一16一一i41一50一
          30一34一1842一          皿一844
          24一10一.βI-r一t2」」44一

          V/218一362.16」6_          500ア62          虹10一.16.一10一42402
          30一一・42.一840.2..8..1.02.020
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付表豚

 (福山　海潟3年貝〕

          月日調査無症部ABCD計          冒、数状貝位隆起有機釜起i有機蚕.起有機塗起有機隆起有機一出■一編巧
          I3610351664/27832(福山〕
          15ア2062口'一13ア19

          lI3/2/61929一12/41
          711012一6一一1719

          、{/61780岨7324633一234!4
          71251234113618

          w825192568163464
          313122984一42350

          V一ア5111一一1619
          一8210131_421

          合一計545/99アア1824212173170
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          皿14一4083814一69228一
          20一6163016一125644

          、リレ8500皿34一3041816248424
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          28.一41081口10285048

          V4一222一4一一626
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          5819101464一216529
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 Ⅱ　アコヤガイ採苗試験

 昭和38年以降.急速に発展してきた真珠母貝養殖事業の経営合理化のため、県内に拾ける稚貝

 採苗漁場の開拓が要求されるようになり,昨年度は県下9か所を選んで必要な調査を行なったとこ
 ろ,相当有望視される漁場も見出されたが,今生度はそのうちで片浦湾、浦内湾,伊唐湾,三船湾
 の4か所について試験してみた。

 場所と定点

 図1、皿,皿に示したと参り,昨年度採苗成績のよかつた片浦湾.浦内湾のほかに長島の三船湾、

 伊屠湾も新規に選定し、調査定点は一片浦湾,浦内湾は4か戸折、三船湾,伊唐=言弩は3か万斤とした。

》
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野伊穐

 ∴㌻
ξ/

1
象

 図i三船.伊唐湾定点

伊唐湾

 次の3項目について.現地での作業は指定した人に委託して行をった。

 ω定点観測15月から9月まで,原則∠して毎日昼醐の満潮時に,水温,比重その他気象状況を
 観測した。

 (1コ〕了コヤガイ幼生数の計数15月から7月垂で,採集開始日から5日間隔で,一冬定点毎に、北原
 式定一量ネットで5m層から垂直曳きしユ..採集されたプランクトンから了コヤカイ浮遊幼生を発生・

 ・段階男■,に計数し,あわせて柚の2枚貝幼生,ポリドラ幼生,キプリース幼生数も全量計数した。
 を・〕稚貝の採苗:6刑冊目の〃レモナもじ網を4枚重ねしたコレ〃ターを10日間隔に図Wのと秦り

 垂下設置L`6月～ア月i,これに付着.した稚貝数を9月に計数した。.
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 結果と考察

 ω海況の変化について

 5月から9月にかけての旬

 別平均水温の変化は。図Vの

 とお・りで,三船湾てば,5月

 』二句にはまだ20℃以下でIあ

 るが,中旬になると20℃以

 」二となり,6月」二句が23℃

 以」二.ア月下旬で2ア℃以」=

 とj11貫調な」二男があり,一8月』二
 句には29℃一をこして最高と

 だってから以僕ぱ,漸次降湿

 気味となり,特に9月中句に

 は一息な低下があって24℃台

 に在っているが,昨年度と比

 較ヰると,9月中旬以降を除

 いて,調査開始時の5月初め

 頃から・常に1～2℃高目を示

 している。

 伊唐湾に圭'いては,7月上二句までは三

 船湾と殆んど同じ傾向であるが,7月中

 句にはいって高日を示し、8月中句から

 9月」二句までは29℃以」二の高水・温が続

 し(ているか、9月中旬たなって低下し始

 めて28℃をわり,下旬にいたっても,

 26℃台で,三船湾の場合よりなお高め

 である。

 浦内湾をみると,5月」=旬は寺でに

 20℃以』二で.ア月上二,下旬を除いて順

 調な上=昇があり,8月にはいつてから9

 月ヒ旬までは28℃の高い水漏.を示し,

 特に9月ヒ旬には30℃近くとな箏で最

 高と珪るが,9月中句にたってからぱ急

 激た降温がみられる。これを昨年度に比

 較してみると、6月ヒ旬まで.は高目を示
 して以後7月下旬IまでI大差はなく,8月

 1=、中旬は低目となうて,最高水温を示

 ヰ潮がズレている。

 片浦湾に食いでは,5月」=旬はまだ20℃以下であるが,中旬以降はよくj二男・し始め,6月ヒ

 中旬ぱ4か所のうち最も高目を記録しているが,6月中句から7月」=旬にかけては,2ア℃内外

 図ii浦内湾定点

 図ii1片浦湾定点



 図iV  コレクター設置図

 図V  旬間平均水温の変化

 を示して停滞モ尋口米である。しか

 し8月中旬以降g月」=旬までは

 29℃以トとなり、井寺に9月ヒ

 句には30℃以ヒとたって最高

 を示ヰが,中旬には2ア℃台と

 .急激に降漏.し始めて,昨年の場

 合に.日二校してみると,犬休同じ

 ょうた変化である。1.最高平均

 りく潟.は,今年めプラが低目で一ある。

 以たのと台り,8月中旬から

 9月上1句にかけては,各湾とも

 29℃以1=の高水温を示し七,昨年より南日となっているが、特に粛町の俳腎,三船両湾に拾いで
 は各時期とも昨年より1～2℃高く,ア～9月にか竹て日照りが長期間続いたためと、思、われるが,

 宮村11によると、稚貝の付着時期と最も関係のあるのは水温で.アコヤガイは20℃前後の6月
 卜旬には排卵を始め,25℃を示寺ようになって始めて採苗の対象になるとし,また関2〕たよるI
 と,放卵は大体21℃位から始まるが,蕗螂は25℃以1=で,6月中、下旬に始まり,7月に盛期

 となり。9月末頃まで掃くとしているが,1=記4か所の水漏.変化からみると,各湾とも5月中旬に

 は十でに排卵が始まり,6月下旬から7月j二句にたってから,本格的幼生出現がみら杓.ることに在

 る。ところが後記寺るとおり、アコヤガイ浮遊幼生の出現.消長とは,時期的には必ずしも一致して
 いないようでIある。

 次に、旬別平均比重の変化をみると,図刊に示し先と拾りで。三船湾,伊磨=湾の場合耳。三船湾
 の方が多少萬一目であるが,一両湾の間には大きな差異はない。時期的た変動をみると,7月下旬頃ま



 図Vi旬別平均比重の変化

 てば殆んど25以下であるが

 8月にはいつてからは漸次高

 くなって26内外を示寺よう

 になり・片?帯主弩より蔑≡くなっ
 てし(るが,これはこの時期の

 降雨量か極めて少なかつた㌧

 めと考えられる。

 片浦湾では,6月中旬重で

 は25以」=で4か所のうち最

 も高くなっているが,6月下

 旬とア月と旬は幾分低下して

 いる。しかし23をわること

 七士なく,7月rF旬ψ〔ケ士,一また

 25県j二となって最も安定し

 てい一るが。これ年同湾が外海
 に直接開口して海水交流がよ
 く行左われることを示十もの

 であろう。

 これに対し補内.湾では・観測
 測」I易所が・最奥部のsτ.3付近

 であるたあ変動が大きい。邸

 ち,6月下旬まで25以」:で

 あったものが、7月と旬には

 17141.中・句では18.

 /3と急・激に低下し、その後

 ア月下旬には24以上に復原

 ヰるが比較的低目で,4か所のうち最も低くなつている。

 太目ヨ5〕ぱ,浮遊行貝の低比重海水に対十る抵抗力について実験し,「2以」二であれば24時間
 続いても安全で・10～12は注意・8～10に低下十ると危険だとし・李た浮遊行貝の出現盛期
 に浮遊層の比重が7以下に低下十る場一合は,採苗成競に大きな影響を与えるとしているが,藩内湾

 に赤いでは、ア月」二句に1回だけ6.9アまで低下した例があり,また12～13を示十日が3日あ

 らわれていて,Iこの時期の幼生け相当の悪影響をうけたものと考えられる。事実,一凌記する浮遊幼

 生の消長・をみると,.ごめ時期には激減しているし,採苗日長績も表面程顕著κ悪く在っている。

 他の3か所については問題はないようである。

 12〕浮遊一幼生の出現消長

 三船湾:一表1及び図柵に示したと知り・5月中旬にほアコヤガイ幼生はまだ全然色られない
 が,5月下旬になってD-stageの幼生がわずかながらみえ始め,6月1二句には。U11]2-
 s七agものもの毛みられるが,その数は・まだ極めて僅少である。これが6月中旬には,D-s挽聾
 のものからF-Stageのものまで,各発生段階の幼生が出現し,特にD-stagθからU1一
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 stageのものが増加し,

 6月末まで同じ状態が続

 いている。7月始め頃は

 幾分一減少気味であるが,

 中旬になると持直し,と

 くにコD-stagθの幼生

 出現が目立っている。そ

 して7月の終り頃にな,

 てから,各発生段階のも

 のが急増し。とくにU1

U2]ヨ1-stageのいわ

 ゆる後期発生の幼・宅の出

 現が顕著で,三船湾に歩

 ける最高め出現一数となり,

 付着盛期にはいったとみ

 ることができよう。この

 よう針晦消長から守る
 と,三船湾においては,

 5月20日前後と6月

 15～20日ヒ員,尭、よこ一

 7月10日頃の3回位排

 項竈がイ〒な≠つれ,とくに7

 月10日頃が最も多かワ

 たことになり,一また稚貝、

 の付着は,6月下旬頃に

 も少量あったが,盛期は

 7月下旬であったと判断

 できるよ・うであゐ。

 3定点I別の差異をみる

 ・と,え各年乗s糞日によって変1

 動がプミきく.一と・くに十ぐ

 杓て多く出現一寺みという

 定点は見当ら在い。

 他の2枚貝幼生は,常

 にアコヤガイ幼生より数

 筆まさ箏だ出現母で、と

 くに6月下旬と,ア月下

 旬には大量にみらカ.て,

 了コヤ幼生の出現傾向と

 {以ているが,こカ.は,～二

 の時期の漁場環境が2枚
 =図ⅶ　アコヤガイ幼生の出現消長(1定点当たり平均)
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 表I三船湾の幼生計数表

            アコヤガイ幼生数            S1二.他の2枚ポリドラキプリスプランクト
            貝幼生数幼生奨幼生数ソ沈澱量備考            月日DU1U2亙計

            1一一一一01ア1一一0.7
            V-132一一一一0206アo0.5
            3一一一一074320.8
            1フ一一一75119.03.6

            V-2022一一一一2357113.8
            33'一一3192103.8
            11一一一1104203,9

            V-3025一一一一51.何3305.4
            33i一一3340413.5
            1311一52ア2211-8

            w-o23一i一3261302.0
            311一一9522401.4
            1113一一1432310ア9

            干上一152162i一181,004ア2'5.8
            391一一1048240Z2
            1971}171,420816.4

            冊一2021792一28.2,1512226.2
            312156134ワ.709603,4
            1492一155ア31221.1

            何一262113165961201.5
            32231181,55ア900,7
            1654一15ア7き2721.7

            幅一302τ231ア1,0851502.0
            34241112.8981401.口
            1一1'一172300.ア

            肛・一52642一12305301.4
            3一1一一1156401.0
            17112一308012010-9

            1ト102ε961342.905ア0..12.0
            352193.一74931405.6
            1562一133ア70091

            孤一1528“3`249051016.2
            376一一13269402.3
            1321一61章0102.1

            ト202495i1.8555833.2
            331一一4戸59311.4
            19.32177753.142610.8

            Tト2523493ア4.1031,984101.5
            31524115553.4362911.0
            1233.19335621.4

            棚一302112一一4199510.8
            342531621232,18ア1001.5
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 表ii  伊唐湾の幼生計数表

            St了コヤカイ幼生数他.の2枚ポリドラキプリスプランクト            月DU1U2F計貝幼生数幼生数幼生数ソ沈澱鑑備考
            1一一一i0495i0.8

            V-132一一一一0317一i0.8
            5一一一一一02161一1.3

            1一一一一0260二1一2.7
            V一一202一1一一一01843一3.8

            3一一一一0一1850一4.6

            1i一一一0753一6.9
            V-302一i一一02281一ア3
            3一i一一01412一2.6

            13一一一131,185314.2
            、一1-527一一一71,502943.9
            32一一i26939一370
            1一一一一0406一一3094

            Tト102一`一一03059011.ア
            3一一一一033121/.7

            114一一5474'1302.0
            Ψト15224`一6ア821901.7
            311一一6474o11.5

            1574一161,6711802.4
            珊一202912ア一282.8441812.4
            3352■101.056702.6
            1522一9899003.2

            、ト25261一`ア386103.3
            事61i一ア332ロー03.0

            12341一284062011.0
            W一う0222'一14280215.5
            31623213日3604.4
            1'51一一61914012.2

            ul・52711一9294108.2
            56一一一o一5294121..8
            18112一211,ア3251.1ア5

            、ト10253一一825811015.5
            354一一978ア口0.16.4
            1241一ア393405.6

            ㌔上15243一一7429505.0
            3951116623304.ワ
            132一一5564402.9

            、.ト202532111682・2、./            332.4            1一一4日43301.7
            14/19333820401.4

            柵一2621422414811.49041一0;9.
            3634281792035301.5.
            14102184393221口.8

            W-31242226257ア3.2.1412・00.ア
            341581282193000.6
            1一7811262.8362一0.9

            、孤一52239212890.3.5785一1.4
            3一2349ア614一0.7
            172533329ア3.ア972一1.6

            W-102一31012251,8283i1.1
            3一13262ア42一1.0
            1一一一222392一1.5

            、ト152`一2134390一1.3
            323411040ア2一1.2
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 貝の発生に何らかの刺激を占一えたものと考えられる。

 た軌この三船湾でも・母貝養殖が行なわれ,ポリト'ラによる貝殻病害の少ない好漁場となって
 いるが。ポリドラの浮遊幼生は,各時期とも予想外に多くみられ,とくに6月下旬にぱかたり大量
 に出現して,今後の罹病増加が心配される。

 キプリス幼生は比較的少なく、しかも出現の口^明確でたく、問題にする程ではない。

伊唐湾:

 一表刊と図

Wのような

 出現消長で

 5月ヰψζ壬生,

アコヤガイ

 幼生は全然

みられない

 が,6月初

 めに左コて

 工〕一Sta.9e

 の幼生が出

 現し,中旬

 にたると発

 生が進んで

 U1J口2-

Stageの

ものもみえ

 始めるが,

 数量的には

 ごく僅かで

 ある。これ

 が6月下旬

ては,P-

 Stagθσ⊃

 出現かか在

 り増加し,

 またア月中

 旬には,

F-Stage

 のものも始

 めて出現し

てU2-

Stageの

 ものが目立
 図vi11アコヤガイ幼生の出現消長(1定点当たり平一切)



 つ程度で大きな変化はみられ庄いが,アー月の終り頃に在ってから,各発生段階の幼生が急増し,.そ

 のうちでもU2～F-stage幼生の出現割合は最高と在って8月ヒ角まで続き,この時期が伊唐=
 湾に右ける付着盛期であったと考えられる。そして・各Stage毎の出現消長からみると,伊唐湾・

 に如いでは,6月初め頃と末頃,圭・よび.7月中旬頃の3回位放卵があるが,前の2回は敬量的には

 極めて少者く,ア月中旬が主要部分を占めていると思われ,稚貝のけ着はア月末から8月始めにか
 けて大きな].1があったと考え

 られ,各定点別の差異をみる一

 と,st.3の出現数がや㌧劣
 っている{頃向がみられる。

 値の2枚貝幼生は,了コヤ

 幼生と比較になら危い程大量出

 田壕,し,とくに6月初めと中

 旬およびア月下句から8月1:

 句にかけて多くみられるほか

 ボリドラ玄白・『三もカユなり{多く,

 とくに6月下旬の出現が目立

 つが.キプリス幼生は,6月

 初め頃に多少在らカーた以外は.

 数量的には些少である。

 一表亙,図朕に示し

 たと知り,採集を開始した5

 月中旬には,十でにU2-

 stagθのものもみられるが,

 6月初め頃までは大した変化

 はみられず,数量的にも極め

 て少ないが,6月中句になコ

 てD-s1=agθのものが。増加

 し始める。その後6月下旬で

 は,各発生段階のものが急増

 」てF-stagSのものも出

 轟.しているが.7月上旬はや

 や停滞気味となり,7月中句

 にはまだかなり増加している一

 発生段階別の出現変化から十

 ると.片蒲湾てば6月ヒ旬,

 下旬、7月中旬の3回にわけ

 て排卵がイ〒なわれ,とくに2

 回目の量が多くて付着の主要

 群をたしたものと考えら:わ一る。

 稚貝の付着は,6月下句頃か
 図iXアコヤガイ幼生の出現消長(1定点当走り平均)



訳111  片浦湾の幼生計数表

            Stアコヤガイ'他の2枚ポリドラキプリスプランクト            月日DU1U2F計貝幼生数幼生数幼生数ソ沈澱量備考
            12一1一35449202.5
            2一一一一            V-240431104,0
            3一一一一089615.一1
            4一一一i085513.8
            1一一1一15210011.2

            V-2921一一一128.3093
            3一一一一035。2194
            41一一一180408.0

            1一一一一05003.4

            1ト32`一一一04103.4
            321i一354502.9
            4一・一一07003.6
            14一一`46082432.1

            利一822i1i3112712.8
            35一1'64471263.9
            44一1一52852253.0
            1111i3201220            13.6            W-14221i42401303.3
            3722一114ア51111.5
            4923一145642102.2
            12413i一3ア4051202.1

            、上2121655』26242401.ア
            3391715一716ア7401.5
            4462412一825251111.9
            1253181651,18616142.5

            、ト292182619.1・64844'12131.8
            31522「「』1487401113.3
            481343283ア51222.4
            1810o3261,1326102.1

            W-42462一■123ア4382.0
            321993429ア93242.2
            47972255012171.8
            11013124392815131.3

            、卜g28610428123381.5
            39712ア35275371.7
            47564222383211.4
            123149551328164.1

            一ト14216918・1154492353.6
            31811964448ス153.1
            181ア231260905693.6

            、卜19257111235ア02362.9
            31114171355854254.2
            49135'229一一506053.8
            181215540529125.9

            柵一24212101294.3687132.4
            3315ア16652063.3
            4524213497.233.5
            1.・226212284435.8

            ㎜一292956一20329654.4
            3447318241o143.8
            4423一9193033.4
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 ら始まるが,盛期ぱ7

 月下句であつたと、霞、科

 され.各定点別の出現

 。汰寛員'は,st.4力三若=F

 劣るだけで大差はみら

 れ肘㌦これを昨毎度.
 と比較した場合,幼生

 の出項数量が極端に少

 なく、とくに大最出現

 十る時期では1%以下

 とし(う1氏率となって,

 恢苗成績が昨年より数

 等劣一つたことを攻口弓……に

 示して■いるが,幼生消

 長の時期的な変異はみ

 られ庁いようである。

 他の2枚貝幼牛剛一日

 現消長は,6月」二句か

 ら急に増加し始め、6

 月末から7月孝ηめにか

 けては一幅坐多くたり,

 ・常に昨年より多日に1+1

 現しているが,ポリド

 ラ≦由勺三に仁,`月ヒ・旬カユ

 ら下旬にかけて多く出

 現寸るのが,それ以後一

 にたゐとカユたり減少、し,

 キプリス幼一三は,6月

 下句に急増してから7

 月末蕉で引締き多く,

 フジツボ普生の盛期と

 みることがで一きる。

 浦内湾:一表1v拾よ

 び図Xに示したと圭・り

 5月下旬にけ十でにD

-stageからU1-

stageのものがみら

 ヨ/一るが,6月初めには

D-stageのものが

 急増し,U1,U2一  図×アコヤガイ浮遊幼生の出現消長(1定点当走り平均)



            表jV浦内湾の幼生計I表一

            st,アコヤガイ幼生他の2枚ポリドラキプリスプラ:〃ト            月日DU1一U2F計貝幼生数幼生数幼生.数ソこ澱量備考
            1』一一一一0121402.5

            V-252一一一一一093105.9
            341一一55209313.1
            4一一一L025215.4
            131一一48530.1.3

            V-3022一一一267101.4
            311一一一112.068704.4
            4一』一一0100020
            11ア75一一1-821,1631601.3

            Tト42131一一14208100.8
            313291一/422,69ア3100.8
            431}一471000.ア
            1.54285一85ア51200.ア

            珊一9254333一90841300.8
            330223舳5.51,584800.6
            41一2一一333930・1.4
            19126一277691800.6

            ト142394321一何31,アー1ア5400.4
            3652967124342,8647702.3
            4ア61一142961200.7
            1一一1一1191口0.6

            、ト1922一1317182700.7
            39514ア3352803.0ア33601.6
            41一1一240001.3
            1883221377ア00.4

            11-242352一10229400.3
            31846134813.223i0600.7
            42一114ア買210.4
            112一一3113700.3

            ト292211虻4138200.2
            3641224732.4619200.9
            4一一一一4180口0.2

            19ア1一〇/7526800.5
            ト42765ム201,188800.7

            32230214ア73.815591.一0.7
            42・一。2一4614200.6
            121261o1641,857720.6

            '上10211101一226口1410.4
            389一1^18r,3973700.9
            45810一23690100.5
            1一210315651420.7

            ト152一一12一3237310.6
            3一2316150一520.4
            4662ク16342,10.ア
            111842251,036500.8

            ト202135422444ア100.5
            31311144425,0792810.7
            4一1214130200.7
            一1852/653653/.0

            、ト2522771/ア28102            3一1.8            一1一^1343900.7
            4'372^12196111.3
            1一1315'209131.2

            ト302一一213163211.5
            3』一3252980・00.7
            4}一112114011.6
            1一36110690.6

            ト42125一8190000.5
            3226一10288000.6
            4一151ア258210.6

 表jV浦内湾の幼生計

一313一



 stageのものも増加して。6月中旬にたると,UlU2-stageのものが稲当優占し、F-

 stageのものもみえ始めている。6月下旬には,各stagθの幼生が漸減傾向てIあるが,7月」=

 旬にはまたD-stageの幼生がかなり増加し,中旬には.各発生段階のものが多く出現して,'7

 月末では殆んどU2F-stageのものだけになっている。このような出現状況からみると、一浦内

 湾てば・6月」二句と7月ヒ旬の2回放卵が行なわ礼そのうちでも6月1=旬がまさっているよ一うで.
 あり,稚貝の付着は,6月中旬頃から始・まるが,顕著な盛期はなく長期に亘ったものと考えられる。

 各定点別の差異は、ヒ記したろか所に比較して大きく,St,3が非一常に十ぐれているの一に対し,St..

 4ぱ相当劣っている。st・4ぱ湾の中央部で出現の少ないのは当然であり・st・I3の場.合は・.前
 記した低比重の時期の薯るしい減少が目立ち,かたりの悪影響をうけたものと考える。これらを昨

 一年に比較してみると,幼生出現数は今年が相当多く,採苗成績のよか箏.たことを蘂警き一しているが

 時一期的には約1か月も早く出現の山があって,7月」二,中旬に倉ける低1七重がたかったら,かなり

 の好結果がえられたものと,思われる。

 他の2枚貝幼生は,当湾でもよく出現し、とくにst.3ぱ極めて多くみらカ.,5月末から'7月

 中旬頃まで長い期間にあらわれて含む,ポリドラ幼生は,7月下旬以降にかたりI減少しているだけ

 で,5月始めから大量にみられ,ポリ“ラ病害が多くなるのでぱたいかと心酉己される。。一キブりス幼
 生.ぱ,7月中旬以後になって若千出現オる程度である。

 (31稚貝の付着状況

 三船湾:一6月～7月・約10毎に垂下請臓した擁苗器を・9月127日調査した付着稚貝数は
 表Vに示したと右りである。6月6日からフ月20日まで6回設榿したが,7月20日垂下のも

 のが最も多く、次いで6月20日設置のものが多く,以下6月30日分と7月10日のものか・大
 差なく

 蔽し(て

 知り.

6月6

 日と

10日

 に垂下

のもの

 は極め

 て少た

くなっ

 ている。

このけ

着状況

 は,浮

遊幼生

 の出現

 消長と

 全く軌

 表V三船湾の付着稚貝数

         月

         日・t.」別W-6珊一10珊一20、ト30W-10、皿/20備考
         」=1318562119177402

         中541         1256442225677
         下1261694972.546一

         (計】60〕(65〕'987〕f610〕(4741(1,625i

         」二1259966ア・66153.
         中52328754         2.721091
         下35934584464

         (計〕θ9〕(10口〕f217〕(17911{・82〕て326i
         j=613355.2487'一

         中87247         317=こ56258
         下161510131544

         (手1・〕f301(100〕(100〕(35〕θ5〕一689〕

         合計1592651.304824751'2,340



 を同じくして卦り・6月1=旬の早期探一苦はかなり無理と思われる。定点別の変査をみると、St,
 1がや㌧十ぐれ。st,2,3の順で少冒になっているが,付着稚貝の大きさは,図蜘のと拾りst,
 1のものがや㌧大型であるが・各定点とも9～15加肌のものが大部分である。各層別の較差は,大
 きな変化は在いが・各定点とも中層のコレクターが安定した付着率であるのに対し,上層のものは変
 動が大きく・下層のものは数量的に少ない傾向がみられる。コレ〃ターの付着生物は,6月中に垂
 下したものには,カキとカサネカソザツが極めて多いが,同時に設置した杉葉には殆んど着生して
 いたい。

 図xi　附着稚貝の大きさ組成
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 伊度湾:一図wに示したと右りの結果で,時期の遅れるに従害て付着が多く一なっている。即ち

 7月20日設一置したものが非'常に多く、次いで7月10日.6月30日と減少して;・6月20以前
 めものぱ極めて少なく,三船湾の場合と異なり付着の山は7月下旬の1回だけでちるふ,数量的に

 げこの伊麿湾の方が多くなっている。これを浮遊幼生の消長と対比、してみると,・F_stage幼生.
 の出現が.ア月末から8月初めに最高どたり.それ以前はごく少なかったことが直接採苗成績に結
 びついていて,緊密な関係を現出している。各定一点別の差異をみると,f寸着稚貝の多かコた7月

 20日、10日挺下のコレクターには.st.1が多く付着しているが,付着の少ない時期のものは

 割合にst,3が多くなっている。付着稚貝の欠きさは,各定点とも8～13珊躰の毛のが多く、三船

 湾の稚箕より多少小型であるが,st3ぱ1,2のものより付着・率が少ないた・めか,や＼大型のも
 の㌧混入が多い。各層別の付着差をみると,盛期ではヒ層のものが極めて多く,中、下層の差は余

 り庁し(が・6月20日以前の付着の少ない時期では変動が大きくて,明確な差はたい。f寸着宝物と
 しては,カサネカソサIンは少なく、カキが最優占している。

 片沸湾:一6月7日から7月27日まで6回.4か所に垂下段鱈しているが,付着稚貝数は,表

 w(示したと寄りで・1時期的た付着変動は小さくて,採甫率の‡かったという時期ははっきりしな
 いが,6月7日,27日・7月7日設置したものがや、多い程度で,7月中,下旬と時期が遅オ1.る
 に従って少なくなつている。これを昨一隼の採苗成績と比!咬してみると,今年の場合は非常に悪くて
 昨・隼の/0砺以下であみ。この片浦湾では,了真珠株式・会社が漁業権をもち行使Lてレーるが,6月

 中1一吹一詩の貝移送を行なって疎殖状態一となり,産卵母貝の絶対静不足がiZ、然的に浮遊刻一牛の。発生を

 少なくし,付着椎員数もそれにつれて少なかったものと思料ざカゐ。そして,浮遊〃1三(・〕出琴消長
 F-sτageの幼・『・三ぱ6月下句からみえ始め,7月一20日頃を鳳1点π多くなつているのに対

 し。{寸一着稚貝数は却って減少しているのは特徴的なことで,この不一致の要因については判然とし
 存し、定点別の稚貝数は,1,2の例外はあるが,総体的にみるとs1二.4がや㌧まさり,st,2

 と・・き一;表。i伊唐湾の付着稚貝数
 は多かコ

 (脱/28調査〕
 たり少左

かったり

 て大茜は

 1三いが。

 .;τ.1だ

 けは多少

 省るよう

 で一.とく

 に7月中

 下旬の時

 期の;璽.杓.

たものは,

 明らかに

 悪く左コ

 ている。

 また各層

         月費日sむ:別vト6、ト10W・一20利一30、ト10W-20備考
         上7613933831,319
         中2         1231611540ろ
         下211212118538

         計i(11〕f9〕て28〕f121)て616ワ.260〕

         』二289.4346294881
         中98一         281'1ε9245
         下421015103302

         f計〕(41〕f19〕(61i(72i(4861.』28)
         上172247218145363

         申2212         3261615115ε
         下2535821777286

         (計〕`64)(69〕(155〕(556〕て268(60刀

         合計1697244ア491,3704.295
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 別の変差

をみると,

 時期や一場

 所による

 変化が大

きくて,

 明確にと

らえるこ

とはでき

 ない。

 表表Vi1片浦湾の付着稚貝数

         .弓、卜7W-17         St.。口W-27、ト7W-171ト27備考
         」:258124170164025

         申32211583         11722820
         下i233621316230

         針}1580〕f472i1315〕(319〕(/30〕て75〕
         j二1681581819242

         中1305545         21ヲ131
         下`16250422511

         計)f298〕675iて1/3〕(80〕(62〕(14〕
         」=36894816796423

         中21948220210         390192
         下一62218335103133

         計〕〔587〕(119〕(486〕{712〕1289〕て748〕

         止234!8042043121234
         中188.77         425054134043
         下i1333822873ε3160

         計〕`422〕β90〕1,052)f1,259〕f935)`2ろ7〕

         合計,8871,3161,9662.3701,4161,074

 (W/1スX/6調査〕

浦内湾:

 一St4

 を除く3.
 定点に,

6月1日

 から7月

 10日ま

 で5回設

 置し,9

月19日

 調査した

 がst,1,2のところでは各時期とも稚貝付着一致がごく錘少で,産業的な有効数には程遠いので,
 st・3のものだけを表V脈示した。時期的看変化は,6月10日垂下の分が最一もよく,6月30日
 垂下のものがこれに次ぎ,以下6月1日,.20日のものと大差が行く,一ア月10日垂下の付着数が
 極端に悪くなっている。昨年度の結果てば,7月ヒ旬と下旬に大量付着一して、6月末頃までは撞か

 表V1　浦内湾の付着稚貝数fst,1のみ〕

 X/19調査

月

 層日VI-1W-10、'土一20W_30W_10{稀ラ号
別

」=320310

中16044

下3021,485

 儘卜〕(782i(1,839〕

1096ア5

1605619

500247241

 て670〕f/,270〕(265)

 であったが。今年度てば6月中の付着が多かうたことからして、早期採苗ができたといえるようで
 ある。浮遊幼生の出現消長は,前述したとおり6月中旬に各発生段階のものが急増し,7月中匂以
 降の出現は比較的少なかったのであるが,この消長が直接付着稚貝数の時期的変動に結びついてい
 て,その関係は密接である。各層別の変異は,6月初め垂下のものは」二,下層の差異は殆んどない
 のに,6月10日,20日垂下した分は,下層の付着が極度に多いのに対し,6月末のものは」二層
 に付着が集まり,中層のものぱごく少匠い量である。7月10垂下のものはまた下層によく付着し
 て・全体を通して中層の付着は劣っているが,6月20日と7月10垂下したものの1二,中層の何
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 着量が激減していることは,この時期が低比重になった証左と考えられ,とくにア月10.垂下の分
 は,明らかな低比重の悪影響と、思わオ1る。

摘要

 ■東町の三船湾と伊麿湾,ヒ甑吋の浦内湾,笠沙町片滴湾の4か所において,了コヤカイ採苗につ

 いて必要注調査を行ない,次のような結果を一え一た。
 川水温は,各湾とも昨征より高目を示し,とくに三船,伊腐湾では,各時期を通じて1～2℃高
 目てIあった。

 12ド氷潟変化からみると,各湾とも5月.中旬にはすでに排卵が始まり、6月下句～7月j=旬にはI

 本格的な幼生出項一がみられるぱずであるが.プラ1/クトニ/資料での幼生出現数の消長とは,必ず.
 しも一致しない。

 l・引比重は,三船,伊唐,片浦湾に古いてはかなり安定してし(るが,浦内湾で・はア月卜,中旬に急

 激在低下があつて,かなり悪影響を受けたものと考えられた。

 14、各発生段階の幼生出現消長と,コレクターの稚則寸者数からみると,三船湾てば,5月下旬と

 6月中旬釦よび7月」二句の3回にかけて放卵が行在われ,6月下旬とア月下向の2回付驚の山が

 あったが,前向η分は僅少であった。
 ㈲伊庸湾てば、6月」二句と下旬,右よび7月中旬の3回放卵されるが、前2回は数量的に非常に

 少なく,催員、の付着は'7月末から8月ヒ旬が盛期であつた。

 (～片浦湾てば・今月上1・.下旬とフ月中旬の3回放卵が行たわれるが・一6月下旬のものが最も多く
 稚貝の付着は,6月下旬から始'まって盛期は明一確でないが,浮遊幼生州■1現数は昨年の/砺以下

 で,採蓄成績は極.めて悪かった。こカは産卵期直前に大掃の母貴移送かろったためと考えた。

 17〕滴内湾に弁いでは.6月と旬と7月ヒ旬の2回放卵が打なllつれて前1回のものが・まさコて拾り,

 稚貝の付蒲一は.6月中旬から始まって,.判然とした盛期は冠坐らたいが,時期的rけ昨年より約1

 ・か月も早目である。採苗適地はs七.1付近に局眼さ身1る。
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 皿鹿児島湾の真珠漁場特性について一・(1)

 Po1ydo「a,Ba1a㎜sla騎aeの消長

1.まえがき

 アコヤガイ着弾における,多毛輝及ぴフジツボの被害は最近にをって急激に増加。して来た。と
 同時に養殖漁場の特性を生かした管理技術が確立されていないため・不合蝉な点が多い戸そこで
 鹿児島湾の真珠漁場の特性を把握十る事が急、務となり,これから濃塩水処理及び貝掃除の適期を

 速やかに半1」定し・養殖事業の一助とオるために・水温'比重IpユanktOn沈蝉韓・一pOユゆ戦
 ユa「Vae'Baユanu一冨コーa「Vae縛を観測定=駐した。

 期問は昭和42・年8月下旬から昭和43年3月下旬まで。以降は継続中〕

 j場所は鹿児島湾北剖1大崎.鼻地先の巨岸50〃1の真珠筏の一点。C水深30肌ゾ
 看お,この調査は継続中であるので,3月下句までを一区切りとして,こ㌧に申聞報告寸る。

 2.材料及び方法

 ○水艦:北原式中腰採水繋で,0,3.5.ア510,12,5.15肌の各層から裸一水し.直ちに

 読み取った。'^

 ○比重1各層から裸水したものを,ポリ瓶に詰め,持ち帰って,実験室内で赤沼式比一重計Bに

 より読み板コた。

 oPユankto剛究澱量:北原式定量ネット(口径22・5例で5m>・10m〉・15甲〉の
 垂直曳により採集し,フォル{リンで固定後,沈澱薔に移して24時間後の量を読み取った。

 oPOユyd-Ora,Baユanusユar∀aθ:採集したPユanktOnの全量を検鏡計数し,沈澱量
 が100ccを越十ときは,1/3～1/5を計数して換算した。在春、今回は各stagθの
 区別は行在わたかった。

3.結果

 ○水温1升1図のと圭・り。9月中旬に表層ぱ31.9度の最高を示しているが,この時の,15

 肌層との差は十5℃を示している。以霞汝沖に降下し,10月初旬(25℃台〕から3月中旬
 (14℃台〕までの下降期には,各層;の較差は小さくをり,叉下降曲線もほとんど同じとなる。

 水漏.の逆転期は,12月初句12p.℃台〕頃から3月中句の最低水源期まで続く。
 ○比重:才2図のと知り。8月末句から次米に高くなり,10月初旬頃からほぼ一定に在り,

 2月初旬頃からや㌧低くなコ..ているが・総体的にみて,欠きた変動はない。
 olPユankton沈澱量、:升3図σ)と右り。8月下旬から減少し,9月下旬に最少どたり(寺み
 潮〕,10月はこの状態が続き、下句頃から増加し始め,11月に入って急激に増加している。
 この状態ば11月末まで続き.12月に人コて・減少し.その陵は,ほぼ3週間の週期で増減を

 く.りかえ、して・3月1二句に至り,3月中句からや㌧増加し始めている。11月の山を占める大部

 紬ものは…舳・θ…属等の硅藻類で・1月以降柚㍗中旬までと;・月下旬の
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第1図  水温(大崎鼻.・週1回)



第2図  比重(δ15)



 ].1を占める大部分は夜光虫(NOctiユucasCintiユエamslであった。

 olPoユyaoraユarΨae;才4図のと香り。9月中旬から10月中旬にかけて小さ卸・1があ
 るが,11月初旬から、急・激に増加し始め.11月中旬が最大の山と左り,次米に・減少しているが,

 12月下旬にξや㌧小さな山が認められる。1月から2月」二句にかけては非常に少なくなってい
 る。しかし,2月中句から下旬にかけても小さな山があり,3月中旬から下旬にかけて再び増加

 し貞台めてし(る。

 oBaユanusユa町ae:外5図のと圭・り。8月下句から10月」二句までは非常に少なかった・

 が,10月中旬から増加し初め,下旬にや＼小さ左山があり,更に11月中旬から下句にかけて

 大きな山が認められ,12月に人コて一時減少ヰるが,中旬から下旬にかけて再び大きな]」が認・、

 められて)・る。以後次米に一減少し,3月に入って中旬から再び増加し始めている。これからみる

 と,Baユanu-sユarv.aeば周匁認められているが,Oyprisを経て,着穣寺る時期紅水温
 との関係もあり,18℃台とたった12月中旬頃まで＼ほぼ終了」ている。3月中旬から下句に

 かけてのユarVaeの増加も低水温のため着霞十るまでには至っていたいようである。{

 4、考察及ぴ論議

 ○水温とPユ邸ktOn一の消長:10月下句123℃附近〕から11月下旬(20℃附近)にかけ
 てPユa刀ktOnの大きな増加期が認められ・この時の主群は前述したようにChaetg.cθra睾一
 属によって占められてし(る。これが次沖に衰退して12月下句(18℃附近〕に至る。1月初句

 117℃台iからNOCtiユuCaの増殖が目立ち始め,り、後の小さ刺1岨大部、分かご州τよコて

 占められ,桂藻群は少なく准ラている。3月中旬(14℃台〕に至ってNoctiユucaの欠きた

 ;」.1が表われているが,例年ならば,この時期からオ1回目のi」」が認められるのが普通である。

 ○水温とlPOユyd-Ora-Baユa・nusユarVaeの消長:これまでlPOユyd-Ora,盲乞]lanhsの
 産卵期及ぴ発生は単に時期的な考え方(通水温〕としてとらえられて来たので,まず,これらの

 関係についてみると,9月1二句(28℃台〕から10月1=旬(25℃台〕までは,両者共に少な
 く10月中旬頃(24℃台〕から,Ba■anu-8ユarvaθが.11月上旬(22℃台)から

 POユyaoraユarvaθが増え始め,11月下旬f20℃台〕で,両者共に最大の山を示してい
 る。以後12月下旬(18℃台〕,2月中旬(15℃台〕,3月下旬`14℃台〕と夫々山が認

 められる。こ㌧で・注目オペき事は,1月以降.の低水温期,特に3月中旬の最低水温期`14℃台i
 に赴いても,両者のユarv-aeがみられている事で,これまでにぱ考えられなかつた事であり,

 通水温という考え方のみで両者の消長をとらえるという事は問題にたると考えられる。勿論,こ

 れらの低水温期のユar†ae・特にBaユanu-sに拾いでは,18℃台以下てば満妻は認めらお次.
 いが,POユyd-Oraユarvaθの場合には明らかではない。

 oPユanktOn沈澱量とPOユyaOra,BaユanusユaWaθとの関係:こカ.はコPユanktOn

 沈澱量とその中に含まれるPoユyd-ora,Baユanusユarvaeの尾数との関係であるが,3・

 者の消長は夫々非常に良く似ている。まず,最大の口」をみ島と,=Pユanktbnぱ11月中旬に

 対して・=Poユyd-oraは11月中旬から下旬にかけて・Baユa早us年同レく11月中句から下
 旬にかけて山を示している。オ2回目の山がPユーa批to■てば12月中句に対してPoユydOra

 は12月下句.]ヨaユamusも12月下句と在っている。第3回目の山がP■aηkto刀てば1月上

 旬に対して.Poユydoraでぱそれほどでぱをく.Ba。ユa刀usでもそれほどでぱをい。これば
 lPユanktOnの大部分がNOctiユucaであった点に注意して,米4回目の山がpユanktOn.

一322一



 ば2月中句に対して,1Poユyaoraては同じく中旬に小さな山があり、Baユanusも同様であろ。
 オ5回目の山がPユanktOnで春先の3月下旬に対して.PO■アd-oraてば同じく下旬に山があ

 り,Baユanusでも下旬に出力三ある。以」二の事からPユanktonの消長(特にOhaetocer即
 属等の硅藻類〕と1P0ユyaora及ぴBaユanus一.ユa抑agの消長との関係は非常に密接である事
 が削る。これIまでPoユ江。ra及ぴBaユanusの産卵期は前者で5月から10月(盛期ぱ6月及

 び9月〕・後者では4月から11月頃(盛期舛5月～6月と10月～11号〕とされているが・と
 の期間内で,更に詳細につかむ事は。.夫一々の.消長の隼変動により,弓期的に知る事は困難な事であ
 った。しかし,アコヤガイ養殖業の実体から,貝掃除及び塩水処理の時期を、事前に,より正確に

 知る事が要求されて来ている現時点に奉りでは・今回の調査からPユ争nktonの消長特に硅藻類の
 消長を知る事により,比較的了日薩にPoユ煎。ra及びBaユanusユarv-aeの消長を知る事が可

 能ではないかと考えられる。この事については43年4月以降も継続して言開査中であり,次回の報

 告にお・いて明らかに出来るものと考えでいる。

 ○貝掃除及ぴ塩水処理適期18月以前σ)調査は43年度に継続中であるので,こ㌧てば8月以降

 について考察十ると,とれまで貝掃除については,ほぼ2ク月に1回の割合で行ない,Ba工.an鵬

 の着棲盛期には,これが短縮されて15～20日間隔で行っている。この場合に,貝掃除及ぴ塩
 水処理とBalanusの着棲期が,偶然に一致した時には。貝殻の表面タ嫡浄になる事により.
 より多くの着棲を促進十る事にたり、.貝掃除作業が消化しきれずに,貝を衰弱させ,せっかくの
 手入れが,むしろ、貝を弱らせる結果にたる場合も多かった。そこでI着ず、貝格除の時期を.

 Ba.ユanusの豫要期からすら十・盤誰があり。これは塩水処理時期の場合も同様である。今回の

 調査から、その時期を推察してみると12月上,中旬が最適期と考えらナ1.る。.寺だわち,

 Baユa.nusユar市aeの発生から着棲まで約1週間,Poユyd-oraユaIv.aeの発生が附着ま

 でのそれか約1か月と考えるならば,この12月ヒ句は,Baユanusに拾いては11月下旬に発

 生した最大の山のものを除去できると同時に,次の一.1の12月下旬のものを防ぐ時間約余裕もあ

 り・叉。この時期には低水温期に入り,Baユanusの着棲も少く看るところから,余分の着棲を
 防ぐ事が出来ると考えられる。Poユyd-oraユa打aθについては.11月下旬に川があり,こ

 の群が附着十ると守れば12月以降であり、少くとも12月中旬頃までに大部分のユarvaθが

 附着したものと考えられる。以上の事から12月ヒ旬に貝I掃除を行左い,中旬に塩水処理を行う

 のが適当であると考えられる。ただこ㌧て問題となるのけ,この時期の一本潟.が18℃台で了コヤ

 ガイの生活力がや＼低下した時期になるので,貝の取扱い方,特に塩水姐卑の時間筆にけ充分た

 注意が盤唆であって,Poユyd-oraユarv.aθの着棲初期であるので,処理時間を一短縮しても充
 分に効果=があるものとヲ多えられる。

 これまで了コヤガイ養殖業者が貝掃除及ぴ塩水虫瞬を行なうに半コては,漠然とした目安で行

 って来たが,これは業者にとって簡便な方法がみいだきれていなかった㌧めてあり.今後,各漁

 場の水源.と同時にPユaηktOnの消長,単に沈澱量の消長だ叶でも把握.青る事により,これらの

 適期の判定はより以ヒの精度が得られるのではたいかと考えらカ.る。この事についてけただ1回

 のd-ataだけてあるので,次回の報告で更に明らかにしたい。

5.要約

 ○鹿.児島湾に卦ける真珠漁場としての特一性を知るために昭和42年8月から43年3月・まで.

 湾北部大崎鼻地先で毎週1回漁場観測を行った。

 ○水温は最高31℃台19月ヒ旬〕から最低14℃台`3月下句〕でI,下降期に入ると表層と
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 15肌層との差はほとんどなくたる。

 。比重噸即・・(1㍉・〕芦で以後は・・～・・台でほぼ安定して叱
 。-Pユaηktbnは秋期111則に大き庁増殖の山か1回・あO,・春先(3月下旬)にも山がある。
 秋期め増殖の大部分はChaetocθra日属の硅藻類でI,1月以降3月下旬の増殖は大部分が夜光

 虫で一あコた』'

 oPOユブd一σraBaユa・nus・ユarvaeの消長は確藻類の消長一と良く一致したので,二この硅藻類
 の増減を指標として,POユyd-Ora,Baユan1ユsユarvaeの消長を推測できるのではな1ハかと

 一考えた。

 o一塩水処連適期としては12月中旬が最適であると考えたが,この時期は年変動があり,かなら
 ずしも一定ではない。
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 担当瀬戸口.勇,藤日ヨ征作(文責)
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附表
※

1-1※※
Othsr-Oolvcha.eta
Cypris

               観水比z沈ポ幼フ動水比Z.沈ポ.幼               フ澱ノ」圓一ク里フ澱ソ見ク贈。フ。幼               月日測温リ・ソ                重生ド生ツリ生ドジ               月日.温重               トト生ツ
               層c℃)δ15)イCCラ(尾ボ(尾/C〕(δ15イOGラ俸ボ(尾

               0m30.223.4225.3一一24.59一※
               329323.7725.124.5713〕

               8285291=23.712.80口225.224.690.810

               ア5■■日25.024.5915〕
               月日102ア724.225.720・25.224.811.020

               12,5一一25.224.64(42〕

               15■'8.4`025.324.671.620

               o31.423.6424.625.13

               330.823.8724.424.68(刀

               530.323.43.1.一700924.524.93'1.320

               4ア528.823.86102司.5一25.09f6)一

               日1028.4.24.113.400日24.524.93I2.020

               12.528.224.3524.42-5.0月一19〕

               15271624.223.5一024.42-5.142.830

               031.923.6524.124.93※※
               事30.223.9024.025.03(7i10、

               911529ミヨ24.002.02D1624.024.8ε0.8コ6

               ア529224.5324.1'24.ア7(ア〕O
               日1028.524.552141D・一月日24.025.000.802

               12.527424.3224.224.97(29〕O

               1526.924.792.35124.1一25.224.0015
               口2ア923.8723.62-5.0-0

               32ア523.432き.5.・24.9'7(1〕O

               52ア3。24.19.0.730.2323.625.001.3一0・5
               1.8ア52ア424.ε323.624.9-2⑤{0〕

               月一.1027324.400.810日23.624.772.3一17

               日12.527224.4323.6.'24.90て4〕(0〕

               1526.624.551.06323.624二ε23.0228

               026.724.7222.924.ち5

               326.224.7322.925.05(m

               25526.124.32.1.5303022.82510344333
               ア526.124.5822.725.10(0】

               日1026.124.831.0。21日22.ア25.1099418

               12.526.124.7522.725.07(1カ(0〕
               1526.024.721.050.22.625.2012.9320
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附表 一2

               観水比プ沈                一フ.澱ノ目一ポ.幼7幼水比Z.沈ポ幼フ幼               」生ジ               月日測温重生ツ月日温重フ澱ソ〃量リ生ト'ジ               4里               トト.生ツ
               層(℃)δ15):ノ(CCラ(尾ボ(亀(℃)δ15一)ソ(00ラ(尾ボ(尾
               0m22.024.5419225.02

               321.924.49(0〕1119324.86(0〕

               6521.924.5229011219425.325.629
               Z522.024.44O日196・25.14一(0〕

               日022.024.4453,2111419825.0911.2513

               12.522.024.44(50(5〕19725.26(0〕
               522.124.1465.616919825.4016.81010

               022.025.1018.424.97

               11321,924.5918.62・5二23仰
               一

               13521.8・24.7933.0151241818.625.09.2.2281

               ア521.824.9518.625.02(0〕
               日1021.725.105ア33489日18.725.064.ア394

               12.521.725.0018.725.16・(0〕
               1521.824.9081.43718118.725.186.67128

               021.024.801ア724.80

               321.025.03{2〕1ア925.14(18i{0〕

               21521,125.1323.80322618.025.012.014.45ア
               ア521.025.10(2〕18.025.04β2〕(0〕

               月日1020.925.1548.77170日18.125.083.524248

               12.521;025.16(3〕18.025..1366〕(51・
               1521,125.15・ア3.48980818.125.034.519・216
               020.724.951Z624.61一

               320.ア25.05(0〕17224.55`21〕(0〕
               27520.725.0516.51175一1ア324.39740'98

               ア520.725.05(0〕4317224.376針101・
               日020.724.9531.886年日1ア324.39982・一一.141
               2.520,625.00(0〕1ア3一24.39ε・1〕(0〕
               520.625.053921581ア224.3915,0199

               019924.8511ア625.3・9

               320.024.93(0〕1ア225.33⑦o
               24519924.732.303121ア225.381.1084

               ア519924.73仰1ア125.33。'(1…〕.(0〕
               日019824,905.648月日1ア125.43・1.2164

               月2.520.024.92(0〕1ア225,33f11〕(0〕
               520.024.7011.514121ア225.331.3180
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附表

               観水比Z一沈ポ幼7幼水比プ沈ポ幼7幼

               月日測;澱ク量リ               温重生ドジ生ツ月日温重フ澱一二/ク量リ生ドジ               トト生ツ
               層(℃)@15)ソ(OCラ(尾ボ(尾(℃)(δ15)ン(CC■引尾ボ(尾
               0m16.425.3914.724.44

               316,425.31(6〕{0i214.924.60(2〕(0}

               19516.425.311.30242414.824.500.811

               1ア516.425.29`ア〕仰月14.824.51131(0〕
               日1016.425.292.4042日14.924.511.332

               12.516.525.31佃10〕14.924.57(4i(0i
               1516.425.376.2一06014.9241501.935

               月016.225.4114.824.7ε

               316.225.3ア(5〕(0〕14.ア24.ア8②ρ)

               26516.225.373.4013114.724.741.006

               ア516.325.29⑦⑪14.724.77⑤て0i

               日1016.225.364.8026日14.624.771.216

               12.516.225.32(刀て0〕14.724.77(4〕(0〕

               1516.225.326.103414.ア一24.ア5!-52.6
               016.125.5914.524.44

               316.125.47(3〕O14.624.69(7i(0i

               2516.125.42一1.1143814.6I24.771.203

               ア516.025.51f2〕(0〕14.624.77f23〕fG}

               日1016.025.441.905日14.624.751.902

               212.516.025.47て2}(Oi14.624.77(24}(0〕

               1516.0I25.462,51514.624.7921重1一1

               015.724.5714.324.48

               315.624.44(11(0}月14.324.53(εi(0〕

               9515.624.541.0021514.324.5411.ア12

               月ア515.624.44(2〕(0〕14.3・2-4.54(1刀仰

               日1015.824.491.7一09日14.324.6415.56ε
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